
学校番号 318 

平成 31年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 Art and You創造の世界へ「美術Ⅰ303」 （日本文教出版） 

副教材等  なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

学生自身の発想を様々な方法を用いて表現することによって、創造することを実感してもらいた

い。また、生涯において芸術を愛好する心情を育んでもらいたい。 

 

２ 学習の到達目標 

芸術、美術が日常の身近にあることを認識する。柔軟な発想力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

柔軟な思考からの発

想。 

教科書だけでなく、日

常生活における芸術

への意識をもつ。 

様々な課題作品に対

して積極的に取り組

む姿勢。 

 

様々な資料などを参

考に、自身の発想を明

確にする。 

発想を表現するにあ

たって、方法が妥当で

あるかの検討。 

発想と方法の模索。 

素材の特徴を活かし

て表現する技術、技

法の習得。 

素材の可能性を探究

する。 

課題作品における主

旨の理解、そこから

の展開。 

素材についての知識

の把握など。 

参考資料からの日常

における身近な芸術

への気付き。 

評
価
方
法 

制作の様子。 

参考資料の探求（書

籍、ネット検索など）。 

授業における準備、片

付け、整理整頓など。 

多面的な発想。 

アイデア、技法など 

多様な模索の過程。 

完成作品。 

制作途中の作品チェ

ック。 

ツールを活かした表

現方法。 

完成作品。 

課題の理解と展開。 

自身、他者の課題作

品に対する意見交

換。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

 

美
術
の
授
業
に
つ
い
て 

・オリエンテーション 

 

社会において、創造性

は、様々な分野で必要と

されていると考える。 

前述をふまえ、美術では

課題制作だけでなく、自

身の作品のプレゼンテ

ーションや作品を鑑賞

し、ディスカッションす

る。 

○   ○ a: 取り組む姿勢、意欲 

b:発案の表現の模索、アイ

デアスケッチでの検討。 

c:技術面における可能性

を探ること。 

d:多様な視点から、発想へ

の手掛かりをみつける。課

題作品のプレゼンテーシ

ョン。学生間におけるディ

スカッションから、お互い

の作品への理解を深める。 

:学習活動

における

様子（質

問、発言） 

 

:準備や片

付け、作業

台、床掃除

など整理

整頓の状

況 

何
気
な
い
風
景 

スケッチ  

 

・風景 

 

何気ない景色の中に気

になるモノをみつける。 

 

スケッチブックへの鉛

筆での描写。 

○ ○   a:取り組む姿勢、意欲。 

b:風景の中にどの様なモ

チーフを見つけるか、どの

様に表現しようとしてい

るか。 

c:描画材の特徴を活かし

て、様々な表現を模索して

いるか。 

d:モチーフに対する多視

線の意識など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

 

:制作途中

の作品チ

ェック 

 

:完成作品 

 



前
期 

油
彩
１ 

油絵表現 

 

・現実、非現実が混在す

る世界 

 

前回の課題からの展開。

現実のモチーフと教科

書に掲載されている絵

画作品を参考に、アイデ

アスケッチを行なう。 

 

油彩絵の具の使い方を

説明した上で、キャンバ

スに油彩で表現する。 

○ ○ ○ ○ a: 参考資料からの発想。 

課題作品へ取り組む姿勢、

意欲、課題にける疑問に対

しての質問など。 

b:キャンバスへ現実のモ

チーフと絵画作品をどの

様に表現しているか。 

c:油彩の特性を探求する

ことを心掛ける。 

様々な色の混色。厚塗り、

薄塗りなど。 

（・自身の発案した表現方

法、技法が想定外であって

もよい。 

・作品を無難に終わらせる

より、自身の発想によっ

て、どの様に表現出来るか

を試行錯誤した作品を評

価する。 

・何れの課題においても同

様、以下、省略） 

d:課題をどの様に理解し

たか。制作過程における技

術の把握。学生間における

作品への意見交換の様子

など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

 

:アイデア

スケッチ 

 

:制作途中

の作品チ

ェック 

 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

 

:完成作品 

 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

前
期 

油
彩
２ 

油絵表現 

 

・自画像 -日常生活の

自分と内面世界- 

 

鏡を使わず、自身の顔を

触りながら、キャンバス

へ描写する。 

 

それを下書きとして、自

身の内面世界を油彩で、

キャンバスに表現する。 

○ ○ ○ ○ a:自画像について考える。

教科書、書籍やネット検索

などで資料を探す。参考資

料からの発想。 

b:記憶や視覚だけではな

く、触感による肌触りや凹

凸、曲線などをどの様に表

現しているか。 

c:自身が想像する内面世

界を油彩の特徴を活かし、

混色や様々な描画方法を

模索しているか。 

d：課題をどの様に理解し

たか。制作過程における技

法の把握。学生間における

作品への意見交換の様子

など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品チ

ェック 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 



後
期 

水
彩
・
デ
ザ
イ
ン 

水彩・デザイン表現 

  

・小説、歌詞、マンガ、

映画、コマーシャルなど

の一節を基に文字をデ

ザインする。 

 

自身が選択した一節の

イメージから、文字の形

や色合いなどを発案、水

彩（アクリルガッシュ）

を用いて表現する。 

○ ○ ○ ○ a:文字をデザインするに

あたって、どのような媒体

から一節を見つけ出すか。

参考資料からの発想。 

b:アイデアスケッチにお

いて、文字の形態や構図、

また文字の背景などの検

討。 

c:水彩（アクリルガッシ

ュ）の特徴、使い方を説明

した上で、水彩での描写、

表現の模索。 

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作における技法の

把握。学生間における作品

への意見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品チ

ェック 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

後
期 

木
彫 

寄木細工 

 

・「○○（各自で設定す

る）の入れモノ」をテー

マに制作する。 

 

木の質感や色味、組み合

わせによる模様の検討。 

 

組み合わせた木を削り

出し表現する。 

 

○ ○ ○ ○ a:参考資料からの発想 

b: ○○を何と設定するか

の検討、発案。 

c:素材となる木の特徴を

活かしているか。木の組み

合わせ方、木の削り方、磨

き方など。  

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程における技

法の把握。学生間での作品

へ意見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品チ

ェック 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 



後
期 

石
彫 

石彫装身具 

 

・身につけるモノをテー

マに石を彫る。 

 

身体のどの部位に付け

る装身具にするのかを

検討する。 

 

石を削る、磨くことによ

る表現。 

○ ○ ○ ○ a:参考資料からの発想。 

b: 身体の把握。身体のど

の部位に付ける装身具に

するのか。石の特徴をどの

様に活かすか。 

c:材料とする石の特徴を

活かしているか。石の彫り

方、削り方、磨き方。  

d: 課題をどの様に理解し

たか。制作過程における技

法の把握。学生間での作品

への意見交換の様子など。 

:課題作品

を制作す

る意欲、姿

勢 

:アイデア

スケッチ 

:制作途中

の作品チ

ェック 

:学生間で

の作品へ

の意見交

換 

:完成作品 

:準備や片

付け、整理

整頓の状

況 

※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度  b: 発想や構想の能力 

 c:創造的な技能         d: 鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画    作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


